
第２６回 道路行政マネジメントを実践する栃木県会議 

議事要旨 

 

開催日時：令和３年８月２６日（木） 1５：００～１６：４５ 

開催場所：宇都宮国道事務所 ２階会議室 （ＷＥＢ会議併用） 

出 席 者： 

早稲田大学 理工学術院 

       創造理工学部 社会環境工学科 教授 森本 章倫 （委員長） ※ 

栃木県地区交通安全協会女性部連合会 会長 五十嵐 清江 

(一社)栃木県安全運転管理者協議会 会長 石田 順一 [欠席] 

(一社)栃木県トラック協会 会長 石塚 安民 [代理出席] ※ 

（公社）栃木県観光物産協会 会長 萩原 正寿 ［欠席］ 

宇都宮大学地域デザイン科学部 

社会基盤デザイン学科 准教授 長田 哲平 ※ 

(株)下野新聞社 宇都宮総局長 菊地 哲也 [欠席] 

栃木県教育委員会 委員 陣内 雄次 [欠席] 

(一社)栃木県商工会議所連合会 会長 藤井 昌一 [代理出席] ※ 

ＮＰＯ法人 ｅ－とちぎ 代表理事 藤平 昌寿  

(一社)栃木県バス協会 会長 吉田 元 [代理出席] ※ 

栃木県警察本部 交通企画課長 高橋 修司 [代理出席] 

交通規制課長  松尾 秀和 [代理出席] 

東日本高速道路(株) 関東支社宇都宮管理事務所 事務所長  川嵜 裕二※ 

栃木県 県土整備部  交通政策課長 谷 英夫 ※ 

 道路整備課長 高山 誠 ※ 

 道路保全課長 野澤 浩 ※ 

 都市計画課長 吉川 浩 [代理出席] ※ 

 都市整備課長 安西 正夫 ［代理出席］ ※ 

関東運輸局 栃木運輸支局 支局長 諏訪 幸夫 ［代理出席］ ※ 

国土交通省 宇都宮国道事務所 事務所長 井上 啓 

※ WEB 参加者 

 

議事 

（１）渋滞対策 

・ これまでの会議の開催経緯 

・ 今回会議の論点 

・ 緊急事態宣言下における交通状況 

・ 渋滞対策の進捗状況 

・ 主要渋滞箇所の見直し 



・ 優先検討箇所・ピンポイント渋滞対策の検討 

・ ＴＤＭ施策の可能性検討 

・ 道路利用者会議等からの渋滞対策要望箇所の検討 

・ 今後の渋滞対策実施の方針 

 

（２）事故対策（交通安全関係） 

・ これまでの会議の開催経緯 

・ 栃木県内の事故発生状況 

・ 幹線道路の事故対策（事故ゼロプラン） 

・ 今後の事故対策実施方針 

 

（３）その他（情報提供） 

・ 栃木県宇都宮市東部地域におけるＩＣＴ・ＡＩを活用した渋滞対策の取組について（栃木県より） 

・ 通学路の緊急点検の実施予定について（栃木県より） 

 

議事要旨 

（１） 渋滞対策 

・ モニタリングに使用予定の昨年度の交通データは使用可能と判断できる。事務局から提案のあった解

除候補箇所（案）、解除検討箇所（案）について、これを基本に今後検討を進める。 

・ 道路整備による渋滞対策の他、ＴＤＭやＩＣＴ等情報通信技術を活用した施策も組み合わせ取り組んで

いくことも必要である。引き続き情報収集・分析を進め、ＴＤＭ施策の可能性の検討を進めていただきた

い。 

・ ２０２２年に栃木国体がある。通常時の渋滞対策だけでなく、イベント時の状況も踏まえた渋滞対策の議

論もできるようにしておいていただきたい。 

 

（２） 事故対策（交通安全関係） 

・ 評価方法の見直しについては、事務局提示案が了承された。また、評価の際、道路構造によらない事

故については、必要に応じて警察と道路管理者で事故内容を確認した上で判断していくことが確認され

た。 

 

（３） 今後のスケジュール 

・ 次回（第２７回）会議の開催日時は、決定し次第連絡する。 

 

（以 上） 


